
農学委員会分科会の設置について

分科会等名：農業経済学分科会

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。）

農学委員会

２ 委員の構 成 ２０名以内の会員又は連携会員

３ 設 置 目 的 農業経済学は農学における社会科学分野の研究領域であ

る。ここでは、世界と日本の農業、食料、農村、資源、環境

等にかかわる諸問題を対象に、経済学を中心とする社会科学

の手法により、現実社会の実態の解明を図るとともに、問題

解決のための方法と手段の提案を学術的に追求してきた。

こうした研究的蓄積を踏まえ、農業経済学分科会でも、従来

から活発な活動を行ってきた。過去には、提言「食料・農業・

環境をめぐる北東アジアの連携強化に向けて」を作成し、北

東アジアにおける食料・農業・環境をめぐる連携をいかなる

領域でいかなる道筋で強化すべきかをまとめた。また、第２

３期においては、「農学分野における大学教育の分野別保証

のための教育課程編成上の参照基準」の検討の進捗を踏ま

え、その農業経済学分野でのあり方を集中的に審議し、記録

を作成した。

これらの成果を踏まえつつ、第２４期の本分科会において

は、「農業経済学教育のあり方」にかかわる報告等を作成す

る他、食料・農業・農村にかかわる、積極的な社会的発信を

行うことを予定している。

４ 審 議 事 項 １．「農業経済学教育のあり方」（報告等）の作成

２．その他、食料・農業・農村に関わる諸事項

に係る審議に関すること

５ 設 置 期 間 平成２９年１０月３０日～平成３２年９月３０日

６ 備 考 ※事実上23期からの継続 




